
天文教育フォーラム「日本天文学会2012年秋季年会＠大分」　2012年9月19日

大西浩次 (2012年金環日食日本委員会/長野高専）

広がる宇宙の空間理解への対応
～新学習指導要領における天文分野～

日食に関する普及活動を行った立場から



１2012年5月21日の金環日食

２金環日食講習会などでの例
　　　　（児童・生徒の声）

３日食による「教育・研究」例
　　（市民参加型研究の可能性）

４空間理解へ（私見）



その特徴１

日本国内
どこでも観察可能！

１2012年5月21日の金環日食
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その特徴２

眼障害のリスク
2009年日食の経験からの危機感

世界天文年日本委員会・
天教世界天文年ＷＧ等による
「安全な日食観察」キャンペーン
　　　　　　　　　　目の障害調査「14例」



世界天文年2009の成果を引き継ぎ、
日本の天文研究・教育・普及・　
アマチュア活動が一体となって、　
天文と科学の理解を日本の社会に　
広げるための合同組織

海部宣男（会長）

日本天文協議会 社団法人日本天文学会、
自然科学研究機構国立天文台、
宇宙航空研究開発機構、
天文教育普及研究会、
日本プラネタリウム協議会、
日本公開天文台協会、
日本天文愛好者連絡会、
星空を守る会

年金環日食日本委員会
2012年5月21日金環日食
感動を安全に楽しむための情報発信
http://www.solar2012.jp/

天文教育Y09a　 （20日（木）午後）
2012年金環日食を迎え撃つ；2012年金環日食日本委員会の活動報告
大西浩次（2012年金環日食日本委員会）より

海部宣男,大西浩次,飯塚礼子, 
大川拓也, 大越 治, 齋藤 泉,
阪本成一,佐藤幹哉,　篠原秀雄, 
塩田和生, 塚田 健, 船越浩海,
洞口俊博, 松尾 厚, 三島和久, 
森 友和, 山田陽志郎
(2012年金環日食日本委員会）



2012年金環日食日本委員会
2011年
　3月21日　キックオフミーティング（中止）
　4月22日　委員会　発足
　5月21日　第1回金環日食シンポジウム
　10月29日　第2回金環日食シンポジウム
　11月19日　金環日食講習会
　12月15日　文部科学省へ要望書提出
2012年
　2月3日　文部科学省から学校へ通知
　3月18日　日本天文学会で記者発表
　4月18日　文部科学省から学校へ通知
　4月21日　第3回金環日食シンポジウム
　4月26日　日本眼科学会記者発表会
　4月28日～　パナソニックセンター東京金環日食イベント
　5月3,4日　日食網膜症の防止に関する国際ワークショップ
　5月11日　文部科学省にて緊急アピール記者発表

　　「見えてきた日食にひそむ危険　最新の知見が裏付ける適切な準備をして事故なく日食観察を」
　5月17日　文部科学省にて記者発表「日食をすべての人たちと安全に」
　5月20日　ドリカム金環食ライブ
　5月21日　金環日食当日



2012年5月21日　　国立天文台三鷹
Photo   by        Kouji Ohnishi



ウェザーニューズの調査結果
japan.internet.com 　5月25日(金)16時31分配信より引用
http://japan.internet.com/wmnews/20120525/2.html　

が見られた地域



天文教育 Y26a　 （21日（金）午前）
金環日食観察への対応は適切であったか？
−リスク・コミュニケーション面からの一検証−縣秀彦（国立天文台）より

当日の日食観察者数の推定数
約2000万人

2012年5月21日金環日食による眼障害症例調査の最終報告
財団法人　日本眼科学会
2. 症例数：958例
3. 性別：男性288例，女性670例
4. 年齢：2～92歳

　　　　　12歳以下は69例（7.2%）
天文教育Y25a　 （21日（金）午前）
5月21日金環日食による眼障害の発生状況　大鹿哲郎（日本眼科学会）より



２金環日食講習会などでの例
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2009. 7. 22 　　Kouji Ohnishi



2009. 7. 22 Kouji Ohnishi



Ｑ　日食は何時起きる？

１．満月の時
２．半月の時
３．新月の時



上弦

満月

下弦

新月

日食は、太陽を月が隠す現象

並ぶ順番は、 太陽・月・地球



Eclipse of May 20-21, 2012
Credit: PHL @ UPR Arecibo, NASA, EUMETSAT, 

NERC Satellite Receiving Station, University of Dundee 

Geostationary satellite 
MTSAT(Himawari 6) on 
May 21, 2012 @ 000 UTC



Q 日食ってどのようなものですか？
　　

地球上で見た表現：
太陽の手前を月が横切り、太陽を隠してしまう現象

宇宙空間から見た表現：
太陽光によって作られる月の影が、地球上に映る現象
（太陽・月・地球の順にほぼ一直線上に並ぶ）



児童・生徒の声

・凄くおもしろかった（小1）
・きれいだった、凄かった（小1）
・きれた月がみれたので、とてもたのしかったです（小2）
・とてもきれいだったので、またきれいなみかづきを見たいです （小
2）
・ と中できれてわにならなかった、けどとてもきれいだ、かさなって
いるところは、とても黒だった（小4）
・太陽が月みたいできれいだった（小4）
・太ようがかさなっているとすごくきれいでおもしろい形をしていた。
家にかえったらお母さんとかに、じまんしたいです。（小5）
・まわりがつながらなかったけど、月（三日月）みたいな形でとても
すごかったです（小5）
・初めて見た時はみか月のようになっていて、少したったら細くて
完全になりそうになっていてすごかったです。
（小5）

長野県上田地区観測会



・予想したとおり、つながらなかった、けどもう少しで、つなが
りそうだった。（小6）
・月と太陽が重なると凄くきれいで忘れないようにした（小6）
・太陽と月が重なる瞬間を見れて良かった（小6）
・月と太陽が重なって、月が小さな太陽と一緒ぐらいになる
んだな （小6）
・月みたいだった。完全には繋がらなかったけど三日月みた
いな形になって凄かった（中1）
・初めてみたけどとても綺麗だったし、光のつぶが一つだけ
見えた （中2）
・とても綺麗で、自然の力って凄いと思った（中3）
・部分日食だった太陽が完全に環につながり、とても神秘的
でした（中3）
・金環日食を見れて良かった、ベイリービーズも見れたので
良かった （中3） 　

長野県上田地区観測会



（富山県）黒部市立桜井中学校



（富山県）黒部市立　　　小学校



３日食による「教育・研究」例

金環日食限界線共同観測プロジェクト

（市民参加型研究の可能性）
天文教育　（21日（金）午前）
Y28a　金環日食限界線共同観測プロジェクトの結果について　
井上毅（明石市立天文科学館）

Y27a金環日食のベイリービーズ観測による太陽半径の決定　相馬充（国立天文台）
Y29a小望遠鏡による金環日食限界線の観測　黒河宏企（京都大学）
Y30a約3万人が参加「群馬県一斉日食観測ネットワーク」大林均（群馬県立ぐんま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天文台）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか多数



金環日食北限界線は
日本各地を通過



NASAライン

相馬・早水ライン

北限界線は明石市内では、3本走っている。
この3本の違いは、「限界線」の定義の違いである。

国立天文台暦計算室



地球

月

太陽

月のサイズと（北）限界線の位置
（平均月縁サイズ＝国立天文台暦計算室）

平均月縁



地球

月

太陽

月のサイズと（北）限界線の位置
（月縁を小さく＝NASAライン）

NASA月縁



地球

月

太陽

月のサイズと（北）限界線の位置
（月縁を大きく＝相馬・早水ライン）

相馬月縁



日食メガネによる限界線を調べよう (チームR)

Ｃ切れる

ベリービーズ

◎リング
NASAライン

相馬ライン



日食メガネによる限界線を調べよう (チームR)

Ｃ切れる

ベリービーズ

◎リング

◎？？
NASAライン

相馬ライン

説１：肉眼では、
ベリービーズが繋がって
見える？。それ故、
北限はＮＡＳＡラインより
北側になる



日食メガネによる限界線を調べよう (チームR)

Ｃ切れる

ベリービーズ
◎リング

Ｃ？？
NASAライン

相馬ライン

説２：肉眼では、
リング「ぎりぎり」では、
リングが細く、
切れて見える？。
それ故、
北限は相馬ラインより
南側になる



日食メガネによる限界線を調べよう (チームR)



日食メガネによる限界線を調べよう (チームR)

市民の報告　全国から1万人
（市民の観察によるサイエンス）

各地区の観測報告（集計中）
2万人以上



４空間理解へ（私見）

地上からの視点から
宇宙からの視点へ



http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/solar-eclipse/20120521/satellite/より



http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/solar-eclipse/20120521/satellite/より



（早くから）繰り返し地動説的に学ぶ

現象の本質と見かけの現象の区別

シミュレーションの活用（Mitaka ほか）
人工衛星・ＩＳＳからの視点

（ひまわりの気象衛星写真！は毎日見ている）

現在

提案

視点移動は難しい（と信じられている！？）

天動説的に学び、あとで、地動説的に学ぶ
（小学校3,4，6年）　　　　（中学校3年）
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金環日食まで 金環日食あと

日食の食分（面積）の変化の時間非対称
（長野高専天文部）



1km/s

観測者 月



おわりに

　　今回の金環日食による子供たちへの効果

　　天文学習への動機付け視点移動の理解へのステップ

（＊）このような天文現象が、学習への動機付けに
　　　でも、「＊＊委員会」ができるようなリスク管理が
　　　必要な天体現象は、2035年9月2日（日曜日）の
　　　皆既日食までないだろう！

　　市民・児童・生徒によるサイエンス！！

　　多くのデータでできる科学が「あった」
　　今後、このような可能性を検討するとおもしろい！
　　　　　　　（多くの人々（市民）への興味付けでもある。）



おわりに

　　今回の金環日食による子供たちへの効果

　　天文学習への動機付け視点移動の理解へのステップ

　　　しかし、繰り返しの機会が必要＋
　　　教員向け（年間事業計画作成）に必要な天体現象の
　　　情報を2年（5年）単位で「まとめた指導案？」が必要
　学習支援用天体現象暦を広報する事を提案

　　　　　　日本天文協議会？を中心に制作
文部科学省を通じて教育機関に通達


